
奈

良

念

佛

寺

藏

淨

土

.系

譜

考

74

 

f

東

暉

上

人

小

慱

ー

鵜

飼

光

順

闇

序

檀
王
法
林
寺
現
董
信
ケ
原
良
哉
師
は

同
寺
開
山
袋
中
上
人
三
百
年
遠
諱
大
法
要
を
有
縁
道
俗
の
隨
喜
協
賛
裡
に
盛
大
に
勤
修
し
、
先
徳
仰

鑽
の
誠
を
顯
は
さ
れ
た
の
は
昨
昭
和
十
三
年
の
春
の
事
で
あ

つ
た
。

上
人
大
遠
忌
の
前
奏
曲

こ
も
云
ふ
べ
き
遠
諱
鑽

仰
會
が
組
織

せ
ら
れ
、

準
備
工
作
く旨
し
て
、

先
づ
上
人
の
靈
跡
探
査
が
始
め
ら
れ
九
昭
和
七

・
八
年
の
頃
で
あ

つ
た
か
、
小
生
も
林
彦
明
師

、
江
藤
澂
英
師
等
遺
跡

參
拜
の

}
行
に
加
は
り
奈
良
市
漢
國
町
念
佛
寺
(
現
董
三
宅
勇
誠
師
)
を
訪
れ
た
。

其
折
眼
嘔
を
得
た
も
の
」
中
袋
中
上

人
の
弟
子
東
暉
良
閑
上

人
の
も
の
せ
る
元
組
法
然
上
人
以
下
鎭
西
臼
籏
流
の
諸
師
列
系
を
顯
示
せ
る
興
味
深
き
淨
土
系
譜

(假
名
)

一
卷
が
あ

つ
た
。
鑽
仰
魯
員

に
し

て
袋
中
の
全
的
研
究
に
當
つ
て
ゐ
あ
れ
る
嵐
瑞
澂
學
兄
が
借
覽
せ
ら
れ
し
折
、
拜
借
し
轉
寫
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
以
來
今
日
迄
注
意
す
る

の
機
に
め
ぐ
ま
れ
す
、
、偶

々
東
暉
傳
歴
研
究
を
志
ざ
し
、

そ
の

一
端
・こ
も
云
ふ
べ
き
こ
の
淨
土
系
譜
解
詮
研
究
を
試
み
、
附
録
、こ
し
て
系
譜

を
轉
載

し
た
。

こ
の
拙
き
小
論
を
發
表
す
る
に
當
り
、

信
ケ
原
師
は
檀
王
所
藏
本
の
閲
覽
の
便
宜
を
與

へ
ら
れ
、
叉
嵐
學
兄
よ
り
袋
中
、
東

暉

に
係

る
色

々
の
指
示
を
得
た
。
特
記
し
て
多
謝
し
、
大
方
の
叱
正
を
乞

ふ
次
第
で
あ
る
。



一
一

本

系

譜

概

觀

奈
良
念
佛
寺
藏

「
淨
土
系
譜
」

(假
名
)
は
幅

。。9
警

ヨ

全
長

艀
G。O
n旨

の
卷
子
本
、

紙
質
書
體
よ
り

徳
川
初
期

の
も
の
、

宗

組
以
下
法

蓮
、
聖
光
、
隆
寛
、
幸
西
、
善
慧
等
法
孫
弟
の
略
系
を
列
記
し
、

特
に
鎭
西
聖
光
の
も
ーこ
然
阿
良
忠
、
寂
惠
、
定
惠
、
聖
滿
、
了
專
等
ε
次

第
し
且
各
々
簡
單
な
る
小
傳
を
附
如
し
、
最
後
に
他
の

「
諸
系
譜
」
に
見
ら
る
玉
が
如
く
、

淨
土
先
達
-こ
し
て
、
顯
眞

・
明
遍

・
覺
喩

・
明

禪

・
静
遍

・
良
遍
等
を
連
ね
、
各
宗
名
匠
が
宗
阻
に
歸
仰
せ
し
歌
を
明
示
し
て
ゐ
る
。

始
め

に
法
蓮
房
信
室
並
に
長
樂
寺
流
元
租
-こ
銘
打

つ
て
信
筌

・
隆
寛
の
法
孫
弟
、
然
し
て
、
成
覺
(
一
念
義
元
覦
)善
惠
等
異
解
異
門
の
法
系

を
明
示
す
れ
さ
も
、
聖
光
-
良
忠
-
寂
惠
-
定
惠
-
蓮
勝
-
聖
滿
等
ε
次
第
系
列
を
明
瞭
に
し
、

且
各
々
小
傳
註
記
な

,ご
附
加
し
て
ゐ
る
點

よ
り
見

る
に

「淨
土
鎭
西
白
旗
流
系
譜
」
な
る
事
は
極
め
て
明
瞭
で
あ
る
。

辨
阿
善
導
寺
開
山

辨
阿
付
弟
光
明
寺
開
山

然
阿
付
弟
光
明
寺
二
代

寂
惠
付
弟
光
明
寺
三
代

寂
惠

然
阿

而
し
て
、

宗
祗
の
も
ーこ
聖
光

i

定
惠

聖
滿

定
惠
付
弟
光
明
寺
四
代
了
專
(光
明
寺
五
代
)
t

良
叫

(光
明
寺
六
代
)ー

慶
順

(光
明
寺
七
代
)
1

鏨

(光
明
文

代
リー

正
室
(光
明
寺
九
代
γ

智
聰
(光
明
寺
+
代
)
1

記
順
(光
明
寺
+
一
代
)
1

良
記
(光
明
寺
+
二
代
)
t

良
把
(
光
明
寺
+
三
代
Y
こ
列
記
し
、
上
記
の
如
く
光
明
寺
各
何
代

・こ
傍
註

記
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
光
明
寺
・こ
は
云
協
迄
も
無
く
淨
土
宗
三
祗
然
阿
創
建
の
檀
林
鎌
倉
材
木
座
の
光
明
寺

な
り
。

然
ら
ば
本
系

譜
は
光

明
寺
累
世
を
示
す
、

「
鎭
西
白
籏
流
光
明
寺
系
譜
」

Σ
も
稱
さ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
。

然
し
な
が
ら
光
明
寺
累
墓

代
も
僅
か
に
+
三
代
を
明
示
註
記
す
る
に
ミ

ま
り
、
(
淨
全
本
所
牧
攝
門
の
光
明
寺
志
歴

代
と
異
る
點
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
)

臺

1

蠶

ー

貞
蠡

難

ヨ

法
譽
付
醗

寺
開
山
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牛
秀
難

凵

忽
譽
付
綿
藷

山
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1

叢

総
鎌
-

馨
付
麟
光
罍

轢
も

ヘ

ヘ

へ

正
筌
、
智
聰
、
貞
案
の
も
ε
牛
秀
、
凝
辰
・こ
次
弟
し
、
凝
辰
の
付
弟
文
清
、

道
阿
、
道
察
、
呑
靈
等
廿
七
人
を
列
記
し
、
正
蓮
瓧
深
譽
呑
靈

の
も
ε
堯
山
良
往
以
下

呑
靈
士
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詫
1

東
暉
に
至
る
十
名
を
連
記
し
、
最
後
は
定
蓮
瓧
玄
譽
東
輝
良
閑
を
以
て
絡
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

然
ら
ば

一
應
東
暉
傳
持
の
系
譜
に
し
て

彼
自
身
の
本
系
列
、
法
脈
を
表
示
す
る
も
の
ーこ
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。
東
輝
良
閑
は
後
蓮
す
る
所
で
あ
る
が
、

名
越
流
袋
中
良
定
の
愛
弟
に
し

て
、
恩
師
袋
中
の
遺
徳
顯
彰
の
爲
に
譱
瘁
精
進
、

師
の
も
の
せ
る
幾
多
の
著
書
は
殆
さ
彼
れ
東
暉
の
筆
寫
せ
る
も
の
、
現
に
袋
中
に
關
す
る

法
林
寺
藏
書
中
東
暉
の
奥
書
あ
る
も
の
數
十
部
に
及
び
、
彼
れ
の
自
筆
傳
法
切
紙
等
現
存
す
る
も
の
至
つ
て
多
い
。
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今
本
系

譜
(
以
下
愈
佛
寺
系
譜
或
は
念
佛
寺
本
ト
呼
ブ
)
ご
法
林
寺
藏
東
暉
自
筆
の
鈔
本
等
を
比
較
考
究
す
れ
ば
、
そ
の
書
體
よ
り
見
て
、

念
佛

寺
本
は
恐
ら
く
東
暉
が
晩
年
某
本
に
よ
り
自
筆
轉
寫

せ
し
も
の
で
な
か
ら
う
か
。

何
れ

に
し
て
も
こ
の
念
佛
寺
系
譜

は
東
暉

の
法
脈
源
流
を
明
瞭

に
し
、

正
脈
傳
承
系
列
な
さ
興
味
深
き
問
題
を
提
供

す
る
も
の
な
る
こ
、こ

は
云
ふ
迄
も
な

い
。

78

剛

本
系
譜

と
淨

土
諸
譜

脈

今
、
念
佛
寺
系
撃

詳
細
に
點
檢
す
れ
ば
、
そ
の
系
流
系
列
の
内
容
、
樣
式
が
、
現
行
流
布
の
筆
寫
杢
,蕩

宗
派
L
(
恢
欝

)
所
牧
第
二
鬮

鎭
西
系
譜

、こ
殆

,ご
合
致
す
る
。
然
れ
さ
も
細
註
に
於
て
聊
か
不
同
な
る
點
あ
る
も
恐
く
は
書
寫
の
原
本
の
相
違
か
、

或

は
當
時
の
脱
落
な
る

註
2

も
の
が
多

い
の
で
あ
ら
う
。
然
し
術
興
味
深
き
は
、

「
念
佛
寺
系
譜
」
-こ

「
蓮
門
宗
派
」
(第

二
圃
)
-こ
、
嵯
峨
正
定
院
藏

「
白
籏
總
系
圖
」

註
3

1こ

「
淨
土

源
流
(
章
)圖
」
所
牧
第
四
圖
の

「
師
圖
」
-こ
の
四
本
は
、
其
の
作
圖
樣
式

に
於
て
些
か
變
化
す
る
點
あ
る
も

、
(淨
土
源
流
章
圖
第
四

圖
は
前
三
本
と
異
る
)
形
式
内
容
に
於
て
殆
「ご

一
致
し
、
轉
寫
誤
寫
脱
漏
の
甚
し
き
點
多
々
あ
り
、
試
み
に
、
元
祀
源
室
上
人
の
も
ε
、
法
蓮
房

信
筌
の
項

に
至
る
系
列
を
比
較
す
れ
ば

(念
佛
寺
本
)

元
祗
源
筌
上
人

法
蓮

正
信

正
覺

(
小
傳

ア
リ
。

附
鋒
參

照
)

○
宗

顧
ノ
小
傳

ハ
各

本
共

大
同
小
異

細
註

二
於

テ
異

ル
點

ア
リ
。

諱
信
空
左
辨
藤
行
隆
號
白
川
上
人

始
師
事
叡
空
後
從
空
上
人
建
暦
二

年
當
六
+
七
歳
安
貞
二
年
戌
子
九

月
九
日
入
滅
時
年
八
+
三

諱
湛
空



(蓮
門
宗
汲
本
)

元
祗

源
室
上
人

(
小
傳
ア
リ
)

、

、
叉
號
法
蓮

(正
定
院
本
)

元
租
光
照
上
人
?

法

然

上

入

i

(
小
梅
阿
ア
リ
)

一

ー

法
信○
(
小
傳

ア
リ
。
左
大

辨
藤

行
隆
長
男
也

ト

イ

フ
、

他
念
佛

寺

ハ

本

二
同
ジ
)

i
-敬

西諱
信
瑞
書
甚
多

弘
安

二
年

+
月

日
亡

i
法
蓮
r-,

小

傳

ア

リ
、

念
佛
寺
不

同
ジ
v

」

i

正

信

 

1
淨
意

-
正
覺

正
信

書
甚
多

弘
安
二
季

+
月
日
亡

「r

敬

西

、

諱
信
瑞

ー
淨
意

ー
淨
意

正
覺諱
叡
澄
大
納
言
公
氏
息
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の
如
く
、
各
本
共
、
源
室
上
人
、

法
蓮
房
信
筌
の
小
傳
に
於
て
或
は
各
註
解
に
於
て
殆

,ご

一
致
す
る
點
を
見
る
事
が
出
來
、
其
中
、
蓮
門
宗

も

ヘ

ヘ

へ

も

派
は
、
法
信

Σ
記
し
叉
號
法
運
、こ
傍
註
す
れ
ば
、
源
流
(章
)
圃
所
牧

「
師
圃
」
は
、

前
三
本
の
作
鬪
形
式
を
離
れ
説
明
註
解
の
樣
式
を
採
り

元
祗
法
然

上
入
の
も
ご
以
下
小
傳
(念
佛
寺
本
ト
大
同
小
異
)を
載
せ
、

ムリ

　

ぬ

へ

ね

し

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

法
信
の
右
に
傍
註
し
て

(
法
蓮
信
室
テ
略
ス
ル
歟
)
ε
書
き
、

續

い
て

「
諱
信
室
左
大
辨
諱
叡
證
大
納
言
藤
行
隆
號
臼
公
氏
息
川
上
人
始

師
ト
シ
ニ事
叡
筌
.
一後
從
二室
上
人
建
暦
二
年
當
二六
十
七
歳

一安
貞
二
戍
子
九
月
九
日
入
滅
時
年
八
十
三
」

○
正
信

○
正
覺

○
淨
意

○
敬
西
(諱
信
瑞
書
甚
多

弘
安
二

亡
)

ε
説
示
し
て
ゐ
る
が
、
師
圃
に
於
け
る
信
室
の
小
傳
は
、
正
覺
の
謗
註
、こ
混
同
錯
雜
せ
し
も
の
、

之
に
依

つ
て
察
す
る
に
師
鬪
は
前
三
本
か

或
は
同
類

原
本
よ
り
轉
寫
せ
る
も
の
な
る
こ
Σ
は
明
瞭
で
あ
る
。

註
4

嵯
峨
正
定
院
本
は
、
元
録
四
年
湛
譽
了
鑑
が
、
書
寫
せ
し
系
圃

に
し
て
、
し
か
も
彼
の
奥
書
に
依
れ
ば
、

此
の
白
籏
、流
の
所
鬮
の
總
系
譜

は
、
西
山
總
系
譜
、
圓
通
寺
尊
觀
流
の
系
譜
、
血
脈
論
等
-こ
異
り
、
了
譽
の
直
牒
に
載
せ
る
總
系
圖
か
、

作
者
未
詳
な
れ
,こ
も
初
め
四
流
の

ヘ

ヘ

へ

思
下
に
圓
蓮
肚
、こ
あ
れ
ば
、
良
順
の
圖
す
る
所
か
。

今
類
本
を
以
て
校
合
し
、
文
字
の
錯
亂
せ
る
、
眞
僞
の
無
分
別
な

,ご
を
數
回
添
削
檢
點

す
ーこ
て
、
二
、
三
の
考
證
を
す
る
所
あ
れ
ば
嵯
峨
本
も
、
後
の
轉
寫
な
る
事
叉
明
瞭
で
あ
る
。

さ
れ
ば
▼、
各
本
共
同

一
原
本
か
、
同

一
異
類

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

本
か
に
依
り
轉
寫
か
、
轉
々
寫
か
、
兎
も
角
も
、
嵯
峨
本
の
細
註
に
は

「
是
よ
り
下
異
本
」
・こ
か

「
異
本
有
之
」
な
噛ご
細
註
あ
る
所
よ
り
見

る
も
、
異

本
も
數
種
あ
り
た
る
模
樣
に
し
て
、
少
く

Σ
も
か

瓦
る
鎭
西
白
籏
系
譜
の
轉
寫
流
行
は
、

異
流
異
派
の
學
解

の
流
行
の
裡
に
そ
の

派
内
敏
擅
人
ご
し
て
の
正
統
嫡
流
を
高
調
す
べ
き
機
構
事
態
に
帥
應

せ
る
も
の
・こ
考

ふ
べ
く
敏
團
發
逹
史
研
究
上
興
味
あ

る

一
の
示
唆
を
示

す
も
の
で
あ
ら
う
。

而
し
て
各
本
の
系
列
に
從

へ
ば
白
籏
嫡
系
を
明
瞭
に
指
示
す
る

寂
惠
の
も

・こ
定
惠
ー
聖
滿
-
了
專
ー
良
吽
ー
諮
崇
-
智
聰
-
貞
安
-
受
貞

ヘ

ヘ

へ

も

1
專
等
-こ
次
弟
し
、

嵯
峨
本
は
惠
等
の
も
ご
是
迄
異
本
ε
謗
註
す
れ
ば
此
等
の
白
籏
系
譜

は
、
貞
安
の
法
孫
弟
の
も
の
せ
る
も
の
な
る
か
の

80



推
考
が
な
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

四

東

暉

と
念

佛
寺
系
譜

今
東
暉
の
念
佛
寺
本
に
依
ら
ば
自
籏
本
系
譜
に
加

ふ
る
に
前
述
せ
る
如
く
、

鎌
倉
光
明
寺
歴
代
を
明
示
し
、
貞
案

(
天
蓮
肚
忍
譽
、
法
譽

付
霜

帥
寺
開
山
)
の
弟
子
、
芒

牛
秀

(
磯

繋

譽
付
弟
大
善
寺
開
山
)
の
法
系
列
に
養

(
全
蘿

貞
譽
)
を
配
し
、
付
弟
を
連
ね
、

呑
靈
の
も
ーこ
、
朱
字
に
て
呑
靈
付
弟
ご
し
て
、
前
圖
の
如
く
名
越
流

一
統
の
法
系
を
示
し
東
暉
自
身
に
至
つ
て
擱
筆
し

て
ゐ
る
。

東
暉

、
字
良
閑
、
定
蓮
肚
立
譽
勇
猛
觀

,こ
號
す
。

京
都
の
人
。

元
和
九
年
生
、

母
は
砧
觀
妙
昌
(念
佛
寺
藏
並
法
林
寺
過
去
帳
)
。
少
に
し
て

袋
中
良
定
の
禪
書

入
畠

羅

行
に
い
そ
し
む
・
轟

+
五
歳
麋

+
四
年
孃

に
苓

妙
覺
心
黎

文

蓉

を
自
響

し
こ
ま

り
推

察
す
れ
ば
、
師
袋
中
の
晩
年
飯
岡
隱
棲
以
前
即
ち
奈
良
化
釜
時
代
念
佛
寺
に
於
て
早
く
よ
り
出
家
得
度
せ
し
も
の

玉
如
し
。

而
し
て
寛
永
十

六
年
恩
師
袋
申
は
飯
岡
に
於
て
、
八
十
有
八
の
聖
な
る
生
涯
を
絡

へ
ら
れ
た
れ
ば
、

東
暉

は
十
七
歳

に
し
て
早
く
も
訣
別
の
悲
運
に
相
遇
し

註
6

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
僅
か
の
期
聞
の
裡
に
も
善
く
勉
め
、

十
六
歳
名
越
流
の
宗
脈
傳
法
を
禀
承
し
、
以
後

刮
目
す
べ
き
彼
の
傳

歴
が
展

開
し
た
の
で
あ
ゐ
。
印
ち
、
寛
永
十
九
年

(
袋
中
滅
後
四
年
)
九
月
、
廿
歳
に
し
て
袋
中
上
人
自
筆
青
天
集

一
卷
(
大
谷
大
學
藏
)を
筆
寫

註
7

せ
し
を
始
め
Σ
し
て
、
袋
中
上
人
の
遺
著
遺
墨
の
筆
寫
、
校
訂
刊
行
に
從
事
せ
し
も
の
實
に
二
十
有
部
、

彼
の
自
筆
口
傳
法
切
紙
に
類
す
る

も
の
を
擧

出
せ
ば
、
實

に
枚
擧
遑
無
き
態
に
し
て
、
袋
中
上
人
遺
徳
欣
慕

に
捧
け
し
彼
の
功
勳
た
る
や
拙
筆
に
盡
し
難

い
。

ピをロ　

　
む
む

而
し
て
彼
は
、
袋
中
草
創

に
係
る
念
佛
寺
第
四
世
を

つ
ぎ
、
京
師
壇
王
法
林
寺
第
八
世
に
轉
董
し
、

法
林
寺
常
念
佛

の
基
を
創
め
念
佛
化

釜
の
裡

に
天
和
二
年
二
月
十
八
日
六
十
歳

に
し
て
入
寂
し
た
の
で
あ
る
が
、

念
佛
寺
に
晋
山
せ
し
は
寛
文
元
年
五
月
(
三
+
九
歳
)
以
前
頃
ざ

註
9

考
ふ
べ
く
、
法
林
寺
に
晋
董
せ
し
は
、
霓
文
十
年
(四
+
八
歳
)
三
月
以
後
の
事
で
あ
ら
う
。
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彼
の
著
書

は
袋
中
上
人
傳
を
始
め
ーこ
し
數
本
あ
り
、
袋
中
上
人
を
仰
慕
す
る
の
餘
り
、

師
の
遺
墨
遺
影
を
保
存
し
、
上
人
の
遺
業
宣
揚
を

生
涯
の
責
務
な
り
く)碎
身
粉
骨
せ
し
學
匠

に
し
て
、
袋
中
上
人
の
名
譽
は
か

x
つ
て

彼
東
暉
の
雙
肩

に
係
る
活
動
の
し

か
ら
し
む
る
所
で
あ

ら
う
。

今
鸞
宿
の
總
系
譜
に
よ
り
彼
の
法
脈
を
尋
ぬ
れ
ば
、
尊
觀
良
辨
よ
り
傳

々
相
承
し
て
、
袋
中
法
弟
の
も
、こ
燦
、こ
し
て
輝
き
、

徳
川
中

期
の
史
學
者
心
阿
は
、

ぬ

も

へ

も

道
殘
袋
中
傅
隨
東
暉
之
四
開
土
者
蓮
海
之
驪
龍
而
探
二名
越
之
深
淵
一傳
嵩弘
正
旨
一而
垂
ご
裕
於
扶
桑

一學
者
憧
憧
往
二來
其
門
一
門
葉
又
秦
秦

囲
ハ矣

(鎭
流
祺
傳
第
八
)

か
く
の
如
く
讃
評
の
辭
を
提
し
て
ゐ
る
。

今
總
系
譜
-こ
念
佛
寺
本
ε
比
較
す
る
に
、

前
者
は
名
越
尊
觀
の
系
列
袋
中
の
法
弟
の
中
に
明
示
さ
れ
、
後
者
は
尊
觀

の
系
列
に
明
示
せ
す

(
附
録
參
照
)
彼
自
ら
呑
靈
の
付
弟
の
最
後

に
顯
示
し
て
ゐ
る
。

潟

系

譜

良
定
1

廱

良 良 良 良
畿 達 隨 諦

良
轟

良
信
i

ー
麹
瀞

加
恥
穐
魯
荊
肺
噸

念

佛

寺

本

呑
靈
Uむ

む

　

む

一
鶴
良
圓

む

む

む

む

長
呑
良
佳

む

　

　

む

室
山
良
等

-
東
輝
良
閑
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良
仙

厂
鄙

良
聖

跡
蘊

扉

・呈
觀

歎

蒲

篝

購

計
寂

　

む

室
山

洛
東
袋
中
庵
開
山

ー
東
曝

扨
兩
圖
を

一
見
す
れ
ば
、

彼
の
法
脈
傳
持
の
上
に
些
か

奇
異
の
感
無
き
を

得
な
い
。

兩
圖
に
現
は
れ
た
る
彼
の

法

兄
弟
の

一
致
す
る
點

ヘ

へ

　

　

む

む

は
、
右
圖

の
如
く
法
兄
室
山
良
等

(袋
中
庵
開
山
)

一
人
に
し
て
、
念
佛
寺
本
の

一
鶴
良
圓
、
長
呑
良
佳
の
こ
師
は
、

總
系
譜
同
流
圖
に
見

む
　

ガ

も

　
む

ら
る
製
、
良
圓

(
滿
蓮
瓧

一
廓
羽
洲
大
館

「
心
院
開
山
、

寛
永
十
六
年
二
月
廿
二
日
寂
)、

長
呑

(水
戸
稱
名
寺
開
山
)

、こ
同
入
,こ
認
め
ら

る
丶
も
、
良
圓
、
長
呑
の
二
人
は
、
東
暉
の
法
兄
良
信
の
付
弟
の
中
に
列
記
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。

何
れ
に
し
て
も
良
等
、
良
圓
、
長
呑

(良
佳
?
・)
東
暉
は
同
門
法
兄
弟
ご
考

へ
ら
る
㌧
も
、
念
佛
寺
本

に
見
ら
る
」
如
く
、

東
輝
は
先
師
袋
中
上
人
を
表
示
せ
す

し

て
、

呑

靈

(
正
蓮
瓧
深
譽
)
の
も
ε
悉
く
名
越
の
同
流
を
汲
む
法
兄
を
明
示
せ
し
は
注
目
す
べ
き
叉
興
味
深
き
作
圖
で
あ
る
。

東
暉
は
袋
中
の
愛
弟
た
り
し
こ
ーこ
は
霓
永
十
六
年
正
月
十
六
日

「
貞
龍

へ
」

「
塞
山

へ
」

の
袋
中
邁
化
二
日
前
の
遺

言
状
(
飯
岡
西
方
寺
藏
)

を
見
る
も
明
瞭
に
裏
書
さ
れ
得
る
し
、
叉
東
暉
が
袋
中
上
人
思
慕

へ
の
傳
歴
よ
り
考
ふ
る
も
敢
て
加
言
を
要
し
な
い
。

呑
警

は
如
何
。
總
系
譜
に
は
、
先
述
の
良
信
佳
關
の
付
弟
の
中
長

誠
蠧

な
る
も
の
を
擧
出
す
。
念
佛
寺
査

示
す
蠧

糠

轡

果
し
て
同

一
人
で
あ
ら
う
か
。

此
處

に
注
意
す
べ
き
は
、
袋
中
が
弟
子
良
等
塞
山
に
與

へ
た
る

「
念
珠
井
佛
制
」
自
筆
切
紙

(圓
遞
寺
並
法
林
寺
藏
二
通
)
に
關
し
て
二
通
-こ
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も
奥
書
に
よ
り
袋
中
が
餮

+
六
年
+
二
月
亠暴

で
も
の
せ
し
も
の
、こ
考
へ
ら
る
。
然
る
に
、
武
江
東
海
沙
門
靉

帥

現
の
・
傳
秘
抄
(嫌
水

靉

)
謡

豫

、
こ
の
佛
判
に
關
し
て
次
の
如
轟

味
あ
る
話
撃

提
供
し
て
ゐ
る
。

慶
長
七
舐
三
旱

吾

袋
中
和
稿

作
也
入
唐
・
ト
キ
蠧

、授
乏

・
玉
・
。
右
袋
中
和
徇
塁

・即
麌

む

　

帥
、
佛
判
は
、
袋
中
上
人
が
か
ね
て
の
宿
願
た
る
入
明
遊
學
決
行
の
た
め
岩
城
の
歡
化
を
離
る

㌧
の
直
前
、
慶
長
七
年
三
月
、

呑
靈
な
る

詁
10

弟
子
に
さ
づ
し
け
も
の
な
る
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

む

む

呑
靈

に
關
す
る
も
の
其
他
の
資
料
何
等
發
見
出
來
す
些
か
明
瞭
を
闕
ぐ
憾
み
は
あ
れ
嚇ご
、

こ
の
呑
靈
-こ
は
恐
く
は
念
佛
寺
本
の
正
蓮
瓧
深

譽
の
こ
,こ
な
る
べ
し
。
果
し
て
然
ら
ば
、
諸
書
に
見
ゆ
る
か
の
東
暉
は
袋
中
の
法
孫
な
る
記
事
も
、
或
は
叉
彼
自
身
、

へ

も

へ

も

信

法
之
傳
常
通
ナ

レ
ド
モ
爲

。昌意
得
.
一示
レ
之
惣
.愚
僣

ハ傳
法
五
六
ケ
所

三ア傳
法
.致
.
脉
譜
貴
屋
和
徇

ノ

下

ニ
テ
取

レ
ド

モ
傳
法

ハ
幡

隨

.傳
法
。テ
隨
意
岩
。,
傳
フ
(法
林
寺
藏
東
暉
自
筆
ロ
耳
ノ
卷
)

の
叙
事

、
帥
ち
傳
法
は
數
ケ
所
に
て
傳
承
し
、
幡
隨
意
流
の
傳
法
を
、
隨
巖
臼
絃

(幡
隨
院
二
世
、寛
永
十
三
年
寂
)
よ
り
禀
け
し
こ
ε
、
叉

　

　

恩
師
袋

中
上
人
の
生
國
、
東
北
地
方
攝
化
の
聖
迹
を
訪
ね
、
其
聞
先
師
の
付
弟
呑
靈
に
つ
き
て
、

歡
法
傳
承
せ
し
こ
ε
を
推
察
す
る
に
難
く

な
い
の
で
あ
る
。

東
輝

は
、
東
北
地
方

に
於
け
る
袋
中
の
有
力
な
る
嗣
法
者
呑
靈
に
法
禀
し
、

圖
示
の
如
き
法
脈
を
表
は
せ
る
も
の
で
あ
ら
う
、こ
推
知
さ
れ

る
。然

し
乍
ら
こ
の
念
佛
寺
本
の
圖
示
せ
る
所
に
從

へ
ば
、
呑
靈
は
貞
案

(
天
蓮
就
忍
譽
法
譽
付
弟
相
帥
寺
開
山
)
、
牛
秀

(應
蓮
祉
讃
譽
、
忍

　

　

譽
付
弟
大
善
寺
開
山
)
の
付
弟
、
凝
辰
の
嗣
な
る
こ
ε
を
明
示
し
て
、名
越
の
法
系
列
を
顯
示
し
て
ゐ
な
い
點
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

凝
辰

(
全
蓮
就
諱
貞
譽
)

は
讃
譽
付
弟
龍
光
寺
開
山
-こ
註
解
し
文
清
、
道
阿
、

道
察
を
始
め
ご
し
て
呑
靈
に
至
る
迄
廿
八
人
の
法
嗣
あ
り
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た
る
を

示
せ
さ
も
、
そ
の
傳
歴
を
探
る
に
詳
読
す
べ
き
材
料
が
な

い
。

ト
ヒ
ー

　

　

　

の

さ
り
　
よ

ヨ

コ

の

ゆ

鴻
集
勝
願
寺
志
並
に
精
舍
舊
詞
に
上
野
國
富
岡
龍
光
寺
開
山
に
貞
限
二

疑
な
る
も
の
あ
り
Q

貞
譽
凝
辰
、こ
同
人
物
な
り

や
、こ
想
像
す
る
も
餘

り
に
牽

強
附
會
的
、
殊
に

一
疑
は
應
永
年
間
の
西
化
、こ
あ
れ
ば
、
年
代

の
開
き
の
甚
だ
し
け
れ
ば
、

龍
光
寺
、こ
は
同
名
異
寺
-こ
見
る
べ
き
で

あ
ら
う
。

凝
辰

の
付
弟
廿
有
八
を

數
ふ
る
も
、

至
つ
て

明
瞭
を
缺
ぎ
、

清
見
寺
開
山
安
譽
文
清
、

宗
安
寺
中
興
敏
譽
道
阿
、こ
あ
れ
,ご
詳
ら
か
な
ら

髭
の'

へけイ　

コ

む
　

す
。
清
見
寺
、こ
は
精
舍
舊
詞
に
明
す
上
州
吉
井
村
西
卒
井
の
清
見
寺
の
こ
、こ
か
。
開
山
安
譽
ご
記
述
す
る
も
亦
明
ら
か
な
ら
す
。

安
國
寺
開
山
感
蓮
肚
光
譽
道
察
に
關
し
て
は
、
鴻
集
勝
願
寺
志
に
明
す
、

慈
光
山
常
照
院
安
國
寺

(
上
野
國
群
馬
郡

高
崎
)
開
山
光
譽
道

察
ε
同
人
ε
考
ふ
る
も
至
當
で
あ
ら
う
。

甲

此
外
凝
辰

一
門
に
關
す
る
資
料
な
く
、
只
表
圖
に
よ
り
て
鎌
倉
光
明
寺
、

瀧
山
大
善
寺
に
繼
類
法
脈
蘭
係
を
有
す
る
も
の
な
る
こ
、こ
を
知

る
の
み
。
更
に
詳
述
す
る
に
由
な
く
延

い
て
は
凝
辰
i
呑
靈
ー
束
輝

に
至
る
此
の
間
の
法
賑
を
詳
述
す
る
に
方
法
が
な

い
の
で
あ
る
。

此
處

に
於
て
か
、
東
輝
の
も
の
せ
る
本
系
譜
は
、
三
部
門
各
別
譜
の
合
綴
な
る
も
の
、

帥
宗
祗
法
然
上
入
以
下
牛
秀

法
孫
弟
に
至
る
臼
籏

流
系
譜

(蓮
門
宗
派
第
。
一圖
、
嵯
峨
本
臼
籏
流
系
譜
、
源
流
章
鬪
所
牧

「
師
圃
」
に
比
較
さ
る
べ
き
も
の
)
の

一
、

凝

辰
以
下

一
門

一
統
呑

靈

に
至

る
の
二
、
呑
靈
付
弟
東
輝
同
門
名
越
流
そ
の
第
三
、
か
く
考
察
す
る
事
が
出
來
る
で
あ
ら
う
。

東
輝
が
先
師
袋
中
上
人
の
聖
跡
を
慕
ひ
、
關
束
々
北
遊
化
の
砌
た
ま
く

光
明
寺
歴
世
を
明
す
白
籏
流
系
譜
、

前
述
せ
る
如
く
牛
秀
法
孫

一弟
の
法
脈
、
凝
辰

}
門
特
に
袋
中
上
人
名
越
法
脈
傳
持
の
師
呑
黨
の
敏
化
に
あ
つ
か
る

同
門
流
を
附
加
し
轉
寫
傳
持
せ
る
も
の
が
念
佛
寺
本

系
譜

、こ
云
ふ
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。

表
圖

示
さ
る
」
部
面
に
つ
き
云

へ
ば
呑
靈
は
白
籏
流
の
人
、
而
し
て
前
述
の
如
く
名
越
流
法
脈
の
傳
持
者
、

付
弟
同
門
の
堯
山
良
往
以
下
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東
良
輝
閑
は
鬮
東

々
北
に
於
け
る
名
越
流
の
高
調
者

に
し
て
猛
亦
鎭
西
白
籏
流
義

に
生
け
る
入
達
・こ
解
繹
さ
る
」
で
あ
ら
う
。

か
く
し
て
徳
川
初
期
淨
土
宗
教
壇
に
於
け
る
傳
法
の
名
越
、
自
籏
兩
流
混
同
相
承
部
ち
二
元

並
三
元
的
譜
脈
傳
授
に
關
す
る
鍍
行
承
襲
の

躅
を
見

る
事
が
出
來
る
の
で
あ

る
。
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五

結

奈
良

念
佛
寺
藏
東
輝
傳
持
の
系
譜

(
臼
籏
流
系
譜
)

に
就
き
て
は
、
現
時
流
布
せ
る
蓮
門
宗
派
第

二
圃
、

嵯
峨
正
定
院
藏
白
籏
系
圃
、
淨

の

　

土
源
流
章
岡
所
牧
師
圃
・こ
比
較
さ
る
べ
き
同
類
原
本

に
依

つ
て
寫
傳
或
は
轉
々
寫
さ
れ
た
も
の
ーこ
云
ふ
べ
く
、

特
に
念
佛
寺
木
系
譜
ぱ
自
籏

系
に
加

ふ
る
に
名
越
系
譜
を
以
て
し
、
系
列
、
傍
註
の
上
よ
り
、

他
本
に
比
し
て
や

㌧
原
本
に
近
き
も
の
な
る
か
の
感
を
抱
か
し
む
る
も
の

あ
る
も
、
何
れ
に
し
て
も
共
に
鎭
西
流
白
筴
系
の
法
脈
高
調
の
譜
。
法
水
分
流
記
、
宗
派
流
傳
、

血
賑
論
、こ
共
に
懷
山

の
淨
統
略
讃
、
鸞
宿

の
總
系
譜

ω
圖
編
集
大
成
の
元
さ
な
り
た
る
も
の
で
あ
ら
う
。

史
的
價
値
の
上
よ
り
、
永
和
四
年
靜
兒
勘
録
の
法
水
分
流
記
に
比
肩
さ
る
べ
く
も
無
く
、

研
究
資
料
-こ
し
て
如
何
程
の
價
値
を
齎
+
も
の

か
疑
問

な
る
も
、
少
・♪
・こ
も
淨
土

一
宗

の
上
よ
り
論
す
れ
ば
、

西
山
派
の
も
の
セ
る
蓮
門
宗
派
第

一
圖

(
天
文
十
七
年

奧
)
に
引
績
き
、
宗

派
流
傳

(
永
碌
三

・
四
年
奥
)
ご
共
に
、
淨
土
自
籏
正
統
の
法
脈
を
高
く
羯
け
、
相
承
正
統
を
鬮
纂
し
、
よ
く
後
昆
を
し
て
依
る
所
あ
ら
し
め

た
點
な

,ご
欽
賞
す
べ
き
も
の
が
多

い
。

殊
に
本
系
譜
は
東
北
に
於
け
る
名
越
東
輝
門
流
を
明
示
す
れ
ば
、
°圓
通
寺

に
現
存
す
る
名
越
流

一
門
の
總
系
圃

(
融
解
か
)
-こ
も
比
較
研

究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

叉
袋

中
は
淨
土
血
脈
論
を
元
和
九
年

に
脱
稿
し
、

當
時
我
宗
が
寓
宗
の
そ
し
り
あ
り
し
に
對
す
る
堂

々
の
辯
明
反
駁
を
な
し
た
の
で
あ
る



が
、
列
擧

の
形
式
、
内
容
細
註
に
於
い
て
蓮
門
宗
派
、こ
ぱ
何
等
交
渉
ば
な
い
。

が
然
し
な
が
ら
、
東
輝
も
元
亨
釋
書

に
論
す
る
が
如
き
淨
土

宗
を
寓
宗

的
な
そ
し
り
を
も
ら
す
輩
に
對
し
で
、
た
ま
く

得
た
る
淨
土
白
籏
系
譜

に
信
憑
し
寫
傳
し
、

鋭
意
淨
土
正
系
を
標
示
し
、
系
流

謬
亂
の
是
正
に
つ
・こ
め
し
も
の
」
如
く
で
あ
る
。

本
系
譜

は
前
述
現
存
の
同
類
異
本
諸
譜
,こ
共
に
形
式
内
容
共
に
論
考
し
、
系
脈
源
流
を
探
る
べ
く
、
(諸
系
譜
を
論
及
せ
ら
れ
た
由
上
正
鯨
氏
の

淨
土
系
譜
に
顯
は
れ
た
る
親
鸞
聖
人
佛
教
研
究
四
ノ
一
參
照
す
べ
き
で
あ
る
。
)
叉
内
容
細
註
に
至
つ
て
は
、
寫
傳
誤
脱
並
重
復
、

系
流
紛
亂
相
承
不

正
、
傍

註
、
細
註
、
小
傳
の
前
後
の
錯
雜
混
瀟
等
諸
系
譜
を
參
照
し
論
究
す
べ
き
點
は
多

い
。

例

せ
ば
本
系
譜

に
示
さ
る
」
光
明
寺
世
代
ε
、

攝
門
纂
述
の
鎌
倉
光
明
寺
志

(
淨
全
+
九
所
牧
)
歴
代
の
前
後
大
異
せ
る
も
の
、

寺

誌

念
佛
寺
系
譜

寺
誌

光

明
寺

十

世

(
觀

蓮

杜
芳

譽

惠

仁

)
:
....
...(
昇

蓮

瓧

法

譽

智

聰

)

t

十

四

世

〃

十

一
世

(仙
蓮
沚
仁
譽
如
忠
)
…
…
…
(
法
蓮
瓧
然
譽
記
順
)

〃

十
二
世

`
(善
蓮
肚
導
譽
良
惠
)
…
…
…
(念
蓮
肚
貞
譽
良
記
)
1

二
十

一
世

〃

十
三
世

昇
蓮
肚
澄
譽
…
…
…
…
…
…
觀
蓮
瓧
長
譽
良
把

へ

も

ヘ

カ

ヵ

或
は
嵯
峨
正
定
寺
本
に
元
録
四
年
湛
譽
了
鑑
が
奥
書
に
指
摘
せ
る
如
く
、
然
阿
の
下
十
因
鈔
三
卷
、
寂
惠
の
下
弘
阿
三
年

(念
佛
寺
本
は

ヘ

へ

弘
安
)

性
心
持
阿
等
を
始
め
ーこ
し
て
傍
註
細
註

に
至
つ
て
は
考
證
す
べ
き
點
は
數
ふ
る
に
暇
な

い
。

然
し
な
が
ら
最
も
注
意
す
べ
き
點
は
細

註
傍
註

に
し
て
、
之
を
他
譜

ご
比
研
す
る
に
依

つ
て
の
み
、
そ
の
流
傳
源
流
を
明
す
こ
・こ
が
出
來
や
う
。

忽
忙
の
聞
も

の
せ
る
も
の
極
め
て

過
誤
多

か
ら
ん
も
東
輝
傳
歴
の
全
成
果
を
期
し
、
訂
補
す
る
こ
・こ
」
し
、

今
は
參
考
の
爲
念
佛
寺
藏
本
系
譜
を
轉
載
す

る
に
・こ
穿
め
都
合
上
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敢

て
異

本

-こ
の

校

合

も

略

し

た

。

之

を

諒

せ

ら

れ

よ
。

(
+
四
、

五
、

三
〇
)

も

カ

註

⊥

東
輝
、
輝

叉
は
暉
。

彼
自

ら
光
扁
、

日
扁

等
兩
方
共

使
用
せ
し
も

の
エ
如

し
。

法
林
寺
藏

に
見
ゆ

る
自
筆
鈔

本

に
て
推
知
し
得
。
良
閑

の
閑

を
鎭
流

澱
傳

、
總

系
譜

等
に
多

く
問

の
字

に
作

る
は
誤
謬
な
り
。

　

　

東
暉

の
譽
號
玄
譽

は
こ
の
念
佛
寺
系
譜

に
始

め
て
見
ら

る

エ
も

の
他
資
料

に
は
な
い
も
の
の
樣

で
あ

る
。

東
暉
和
徇

の
家
系

に
關

し
て
は
、
檀

王
過
去
帳
(
寛
永

よ
り
享
保
十
九
年
頃
迄

の
法
名
を
載
す
)
に
よ
り
、
東
暉
利
徇

の
母

は
(
法
名
祐
觀
妙
昌
)
寛
夊
四
甲
辰

十
月

十
六
日

(
東
暉

四

十

二
歳

の
時
)

亡
な
る
事
を
知
り
得
,
其
他
嵐
墨
兄
よ

り
念
佛
寺
過
去
帳

に
よ

つ
て
、
東
暉

の
祺
母
兄
弟
姉

妹
、

叔

父
叔

慨
等
興
味

あ
る
家

系

を
摘
出
し

て
頂

い
た
が
次
後
發

表

の
折
轉
載
す

る
こ
と

に
し
た
。

2

、
嵯
峨
正
定
院
藏
書
「
白
籏
總
系
圖
」
は
元
祿
四
年

七
月

十
八
日
湛
譽
了
鑑

に
依

つ
て
書
爲

さ
れ
し
も

の
。

今

小
生
は
伊
藤

氏
謄
寫

に
か

エ
る
も

の

を
更

に
轉
寫

せ
し
嵐
氏
筆
寫
本

に
依

つ
た
。

3

、
、淨
土

源
流
(
章
)
圖

一
卷

は
了
譽
聖
冏

の
佛

祗
正
傳
薦
宗
略
派
血
脈

と
、
宗

派
流
傳
異
本

三
、
蓮
門
宗

派

二
圖
を
牧
録

せ
る
も

の
。

原
本
は
宗
教

大
學
所
藏

に
か

エ
る
。
今

は
宗
大
本

に
て
山
上
氏
謄
寫

し
た
る
も

の
を
轉
寫

せ
し
龍
大
鬪
書
館
本

に
依

つ
た
.、

4
、
今
驀

者
言
此
繋

圖
盡

西
派
之
内
白
籏
所
圖
也
西
山
總
蕭

現
印
行
瓣

競

流
總
鸚

一
窘

加
欝

始
列
二
命

終
列
二
圓
導

代

々

一是
也

今
此
系
圖
了

譽
上
人
直
牒
所
載
總

系
岡
歟

作
者
未

・
明
或
人
書
本
直
牒
同
付
白
籏

上
人
作
矣

叉
此
初
四

ケ
流
題
下
有

二
圓

蓮
砒

一

響

豐

順
所
蠶

蕪

決
・
之
列
二後
代
礬

一鑾

人
列
加
琴

以
二類
杢

校
合
檢
韈

回
添
二響

要
・
令
芬

型

雖
・
然
峯

錯

亂
眞
僞
難

レ
正
若
其
兩
本

疑
弯

ご
異
本

付

'其
籐
趣

粗
違
丈
擧

一一
}fi,
11'
1待

1'後
學
刪

補

】
と
て
二
三
の

考
證
問
題
を
載

せ
、

元
祿
四
辛
未
年

七
月

十
八
日

今
書
寫

三
縁
會
下

湛

譽
了
鑑

・

一
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も

も

も

も

も

も

5

、
法
林
寺
藏
入
唐
沙
門
遞
照
金

剛
撰
、
奧
書
、
寛

永
+
四
乙
丑
年
春

閏
三
月
晦

書
寫

了
於
瓶
原
筆

新
發
意
東
暉
十
五
歳
、

辨
蓮
祉
良
定
袋
中
花
押

6
、
法
林
寺
藏
、
淨
土

宗
脈
、
淨
土
鎭
西
義
蘓
導
寺
流
隨
自
意

法
門

粗
傳
略
夊

に
よ
ら
ば
、
寛

永
+
五
寅
+

二
月
廿
五
臼
、

入
觀
袋
中
よ
り
稟

～
..

7
、
檀
王
法
林
寺

に
は
袋
中

の
著
書
、
自
賛
肯
像
等

の
東
瞳

の
裏
書
奧
書

せ
る
も

の
實

に
枚
擧

に
逹

な
し
。
省
略
す
。

法
林
寺
發
刊

の
檀
王
誌
、
袋

中

に
關
す

る
嵐
、
江
藤
、
藤
堂
各
氏

の
逑
作
、
横
山

氏
琉
球
紳
道

詑
等
參

照
。

8
、
總
系
譜

に
は
洛
東
法
林
寺
第
四
世

と
云
ふ
も
、
念
佛
寺
第

四
世

に
し
て
法
林
寺

第
八
世

の
誤
。
(
兩
寺

過
去

帳
)

9
、
念
佛
寺
藏
佛
説

澄
子
經

の
奥
、
袋

中
識
語
、
歌

の
後

に
東

輝

の
筆

に
て
「
當
寺
開

山
善
曳

法
師

…
…
」
寛
文

元
斛
五
月
廿

八
日
、

南
都
念
佛
寺
第

四
世
良
閑
東
輝
謹
誌

と
あ
る
所

よ
り
推
定
。
法
林
寺

七
世
成
蓮
肚
良
觀

は
寛
丈

十
庚

戌
年

三
月

廿

一
日
寂
。
(
法
林

寺
過
去
帳
)

10

、
袋
中

は
呑
靈

に
慶
長

七
年

三
月
宗
義
肝
要
を

口
傳

し
、
直
ち

に
郷
里
出
發
早
く

も
四
月

に
は
兄
以
八

の
佳

居
地

嚴
島

光
明
院

を
訪
問
し

渡
支

遊

學

の
志
を
述
ぶ
。
(
袋

中
上
人
餘
光
收
上

人
年
譜
參

照
)
念
珠
佛
判

の
奧
書

の
異
り
等
は
横
山
氏
薯
琉
球
紳
道
記
參

照

　

　

11
、
念
佛
寺
本

に
貞
譽
凝

辰
、
龍
光
寺
開
山

と
註
詑

す
。
龍
光
寺
を

尋
ぬ
る
に
、
鴻
欒

勝
願
寺
末

に

御
朱
印

廿
六
石

上
野
國

甘
羅
郡
富
岡

宮
崎
山
寶
國
院
龍
光
寺

　

　

　

　

開
山
貞
譽

一
疑
上
人
應
永

十

一
年

三
月
廿
四

日
化
、
中
興

廿
五
世
清

譽
覺
翕

御
朱
印
被
下
と
あ
り
。
(
淨
全

二
〇
所
收
攝
門

の
勝
願
寺
志
)

　

　

　

　

ヤ

績
淨
全

+
九
所
牧
蓮
門

精
舍
舊

詞
四
七
に
云
ふ
。
龍

光
寺
、
同
末

西
上
甘
樂
郡
富
岡
村

、
宮

崎
山
寶
國
院
、
開
山
貞
譽

一
疑
生
所

姓
氏
不
知

三

月

廿
四
日
筑
紫
寂
。

云

々

　

　

12

、
精
舎
舊

詞
四
七
(
績
淨
十
九
)
清
見
寺
、
上
州
縁
埜
郡
吉
井
村
西
李
井
、

天
龍
山
淨
光
院
開
山
、
安
譽
。
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